
「朝日大学×SDGs in GIFU」宣言

すべては私たちの地球のため、すべては未来のために。

　令和の新時代を迎えました。平成の30年間を振り返りますと内外で

さまざまな出来事がありました。

中でも東日本大震災とそれに伴う原発事故により、あらためてわが国の

エネルギー計画を身近なこととして考える機会を得ました。

また、これまでの想定をはるかに超えた台風や集中豪雨の襲来、熱波や

干ばつなど地球規模の気候変動を目の当たりにしました。

 
　アフガニスタンでの支援活動中に凶弾に倒れた中村哲医師は、

2016年、朝日大学での講義において若き学生諸君にこう語りかけました。

「われわれは近代的な技術を投入すれば、すべてのことが可能であるか

のような錯覚をしている。これは土木分野でも、医療の分野でも同じことだが、

人間と人間はもちろんのこと、人間と自然がいかに折り合って

仲良くしていくか、これが大きな時代の流れとなっている。

人間はどこへ行くのか？」と。

 
　私たちは「国際未来社会に貢献し得る人材の

育成」という朝日大学の建学の精神に立脚し、

2015年9月の国連サミットで採択された

「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて

記載された持続可能な開発目標

（Sustainable Development Goals）に取り組んで

いきます。教育、研究、臨床（医療活動）を通じて、

ここ岐阜の地から持続可能な世界の実現に向けて

Actionを開始します。
【学長プロフィール】おおとも・かつゆき●1966年生まれ。昭和大学医
学部卒業。順天堂大学大学院医学研究科修了。博士（医学）。97年
朝日大学赴任。2004年朝日大学歯学部教授。附属村上記念病院
（現 朝日大学病院）副病院長、学生部長、副学長、学長事務代理など
を経て、08年より現職。

【大学プロフィール】1971年岐阜歯科大学として開設。85年朝日大学
に名称変更。法学部（法学科）、経営学部（経営学科）、保健医療学部
（看護学科、健康スポーツ科学科）、歯学部（歯学科）の4学部5学科
の他、大学院（法学研究科、経営学研究科、歯学研究科）、歯科衛生
士専門学校を擁する。

若者が、経済的な理由で
「学びたい」という夢を諦めないよう

大規模な奨学金給付を実行

̶変革に挑む̶
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建学の精神
国際未来社会を切り開く社会性と創造性、
そして、人類普遍の人間的知性に富む人間の育成

　朝日大学は、建学の精神にある「国際未来社会に貢献し得る人材の育成」に立脚し、朝日大学が取り組むSDGsをと
りまとめました。地域や社会の課題を踏まえ、中長期に朝日大学が取り組むSDGsについて協議し、社会課題に関連す
るテーマを絞り込み、目標・ターゲットを設定しています。

　テーマ選定、目標・ターゲット設定は、朝日大学SDGs推進メンバーが中心となり、ワークショップ、協議を経て決定
しています。今後、関連する外部パートナー組織（行政、他大学・中等教育機関、NPO、企業、医療機関など）との連携を
強め、その目標やターゲットの実現に向けたActionを行っていきます。

SDGs特定プロセス
地域・行政
地元企業

大学
教育・学生

さまざまな地域課題 朝日大学の
中期目標・中期計画
朝日大学の

中期目標・中期計画

専門性
病院

SDGs達成
に向けた
取り組み

（経営・医療）

朝日大学が取り組むSDGsはこちらから
https://asahi-u.ac.jp/sdgs/

社会課題の解決に貢献するため、様々な活動を行っています♪

SDGsをもっと知ろう！！

ASAHI UNIV.    SDGs
in GIFU

インタビューの
動画はこちら

SDGsへの取り組み
大野 正博 教授に聞くInterview

宣言
朝日大学×SDGs
in GIFU

ASAHI UNIV.    SDGs
in GIFU

すべては私たちの地球のため、

すべては未来のために。



SDGs
安全で質の高い医療提供と地域連携 ～保健医療学部 看護学科～

地域連携し、だれもが住みよいまちづくりに
貢献できる看護専門職者を育成します。

認知症の患者や家族が、
安心して暮らせるように。
　瑞穂市社会福祉協議会が開催した「RUN伴+（PLUS）
みずほ」に、「ふれあいサークルすまいる」の学生がボラ
ンティアとして参加。地域で暮らす認知症患者さんと
ふれあい、タスキをつないでもらうことで、患者さんや
その家族が抱える課題をみんなで共有しました。

　朝日大学では、岐阜県弁護士会や岐阜法教育研究会と
連携して、2010年から毎年、ジュニア・ロースクールを開
催しています。参加生徒が模擬裁判をツールとして、多角
的に物事を考察する能力を養えるよう研究者・弁護士・法
学部生が共に評議を行います。また、児童・生徒を対象と
した法教育作文コンクールも実施しています。

海外の学生との交流で
国際的視野を広げる。

　法学部刑事法ゼミの学生を中
心に更生保護ボランティア活動を
展開している「朝日大学BBS会」。非
行などの問題を抱える少年少女に兄
姉のような立場で接し、一緒に悩み、
学び、楽しむことで、少年少女の自立
支援を行っています。法務省が主唱す
る「誰一人取り残さない社会の実現」
に協力するほか、児童自立支援施設に
おいて、入所者とのいちご狩りなどを
企画したり、SDGs学習支援などを実
施しており、毎年、岐阜県保護観察署
長感謝状等を受賞しています。

市民の皆さんに、マリーゴールドの種を配布しました。

高齢者を疑似体験する実習を、

英語で発表しました。

参加者全員に、ジュニア・ロースクールの

受講証書を授与しています。

「ふれあいサークルすまいる」
 活動メンバーの声

伊藤  紗葵さん

経営的知識を生かして、公認会計士の輩出や、
産学連携を通じて地域企業の経営を支えます。

や 意
る な

岐阜県唯一の法学部として、防犯や防災に対する意識を高く持ち、 
地域における犯罪率を低下させるなど、安心・安全なまちづくりに貢献します。

　認知症の患者さんが年々増
えてきています。サークルで
は、地域で暮らす認知症患者さ
んと交流することができるた
め、将来、看護師としてどう接
すればよいのかなどを考える
機会となっています。

2014年～2022年公認会計士試験
合格者56名輩出。
　高校と大学の7年間で、公認会計士試験などに
合格できるようサポート体制を整備。共通の目標
を持つ仲間たちと難関の会計試験に挑戦する会計
研究部は、現職の公認会計士や合格者から直接個
別指導を受けられます。

商品開発を学ぶ学生たちが、
「栄養サポートチョコ」を開発。
　入院患者さんが在宅通院になると、た
んぱく質やカロリーが不足するという
課題を解決するため、朝日大学病院や地
元のお菓子メーカーと協力して、おいし
く栄養を補えるチョコレートを開発し
ました。

豆乳チョコとほうじ茶チョコの2種類を

コンビニやネットで好評発売中です。

万全のサポートで2022年に合格しました。

子どもたちと一緒に、楽しいクリスマスイベントを行いました。

　高校に入学後、「会計」の学びに触れた
ことで、公認会計士にあこがれ学習を進
めていました。朝日大学が商業高校を対
象に会計教育の支援を行っていたこと
もあり、高校と大学の7年間で公認会計
士試験合格をめざす「会計研究部」の存
在を知り、入学を決めました。大学入学
後は、鍛錬の日々でしたが、整備された
学習環境の下、2022年度公
認会計士試験に合格できま
した。将来は岐阜の地で、地
域企業の発展に貢献
できる公認会計士を
めざします。

公認会計士試験合格者の声

経営学部

澤田  日向さん

　地域企業から「共に活動をしてみないか」
との相談を受け、私たち「朝日大学BBS会」
は、定期的に「子ども食堂」の実施をしてい
ます。参加する子どもたちの年齢には幅が
あり、参加者全員に喜んでもらえるよう地
域企業の方からのアドバイスもいただきな
がら、工夫して活動を行っています。ゼミで
学んだ知識が活かせると「なぜ、学ぶことが
必要なのか」を実感できま
すし、これからの自身の
キャリアにもつながると
思います。

法学部

榊原  れなさん

朝日大学法学部・大学院法学研究科

大野  正博教授

医療を通じた健康長寿の実現 ～歯学部～

多様な医療ニーズに対応できる歯科医師を養成し、
歯科医療を取り巻く社会課題を解決します。

大学が集いの場、交流の場となり、
スポーツを通じて地域の健康長寿実現に貢献します。

国際的な視野の歯科医師をめざして、
「短期海外研修受入派遣」を実施。
　5学年成績優秀者を対象に、海外の協定校へ派遣。
現地での歯学教育や病院見学、学生との交流などを
行っています。また、協定校からの受入については、
歯科材料の再利用をはじめSDGsに沿った講義など
をプログラムしています。

高度な技術や知識だけでなく、
豊かな人間性を磨く。
　患者さんの立場に立った治療ができる
よう、地域医療や公衆衛生に関する授業
科目を開講。また、全身麻酔導入体験実習
やスポーツマウスカードの作製などの課
外セミナーを開催することで、多様な歯
科医療ニーズに対応できる能力を身につ
けるための学修機会を設けています。

マネキンに対して全身麻酔の

導入体験実習を行いました。

短期海外研修生の声

子どもたちがスポーツを始める
きっかけにしてほしい。
　子どもたちにスポーツに親しんでもらいたいと、
2010年から「スポーツフェスティバル」を開催してい
ます。野球やラグビー、フェンシングなどの体験コー
ナーのほか、スポーツレクリエーションなど、家族で
楽しめるイベントです。

SDGs/SEGsに関する
プロジェクトを、
人間工学の視点から改善。
　朝日大学で日本人間工学会東海支部
の研究大会が開催され、特別企画「SDGs
／SEGs達成に向けたプロジェクト改善
エルゴノミクソン」に学生9人が参加。2
つのプロジェクトの改善案を発表し、ユ
ニーク発表賞を受賞しています。

朝日大学の学生が描いた絵画が、

大会公認の賞品として贈呈されました。

たくさんの子どもたちや家族が、

スポーツとふれあう一日となりました。

　ラグビー部では、毎週土曜日に地域の
小・中学生を対象としたラグビー教室を
開き、競技を楽しめる方法を考え、練習
方法を工夫しています。毎年夏に朝日大
学で開催する「スポーツフェスティバ
ル」では、ラグビーを始めるきっかけに
なるよう、ボールのキックやタグラグ
ビーなどを一緒に楽しみま
す。大学がスポーツで交流す
る場となり、地域の皆さんの
健康増進に役立っていける
とうれしいです。

保健医療学部
健康スポーツ科学科

藤山  大輝さん

スポーツの力で社会に貢献 ～保健医療学部 健康スポーツ科学科～

海外の学生との相互交流は、

とても刺激になります。

体育会所属学生の声

活動メンバーの声

安全でクリーンなまちづくり ～法学部～

●法学部のSDGsへの取り組み●●法学部のSDGsへの取り組み●
　岐阜県唯一の法学部として、学生が座学で学んだ知識を基に、社
会で生じている課題を解決できる能力を育成することを目的とし
て、さまざまな教育を実践している法学部。学生の自由な発想をい
かに具現化していくかが大切と語る大野正博教授に話を聞いた。

どのような考えでSDGs教育を進めているか？

　学部で知識を得ることがゴールではなく、いかに現場でそれを知
恵に変えるか。そのためには、フィールドワークを通じ、学生自身が
成功や失敗の経験から、自身でSDGsが掲げる課題にアプローチで
きるようになってほしいと願っています。

地域課題にどのように取り組んでいるか？

　犯罪データを分析し、それに基づき、児童の下校時などにパト
ロールを自主防犯ボランティア団体「めぐる」が行っています。ま
た、非行防止の視点から、地域企業と連携し、子どもたちの居場所づ

くりとして、「子ども食堂」を「朝日大学BBS会」が実施しています。

これらの活動は、学生たちの成長につながっているか？

　「めぐる」は、2022年度「令和4年度内閣総理大臣表彰」を受賞し
ましたが、学生たちに尋ねると真の喜びは、地域から必要とされる
ことであり、その経験を励みに卒業後、SDGs
が掲げる各種目標達成への活動に参加してい
くことだと語ります。Society5.0時代におい
て、これまでに経験したことがない未
来からの挑戦に立ち向かえる人を朝日
大学法学部は輩出していると確信して
います。

非行などの問題を抱える子どもたちの成長や自立を手助け。非行などの問題を抱える子どもたちの成長や自立を手助け。

地域における経営人材の輩出 ～経営学部～

ASAHI UNIV.    SDGs
in GIFU

刑事事件を題材に、
中学生が模擬裁判を体験。

　学術交流協定を結んでいる北京大学
看護学院と、超高齢社会を支える日本の
医療環境をテーマにオンライン交流を
実施。質疑応答では、看護師国家試験の
難易度や看護系学生のボランティア活
動など、学生生活についても意見交換し
ました。

　サークルでは、主に認知症
を予防する活動をしていま
す。「RUN伴＋（PLUS）」みず
ほ」で認知症の患者さんと実
際に歩いたことで、患者さん
の日々の生活を垣間見るこ
とができ、看護を学ぶ者に
とって大変貴重な経験にな
りました。

さ き

ひなた だいき

インタビューの動画は
表紙のQRコードから

歯学部

稲川竣太さん
しゅんた

　海外の歯科医療に触れてみたかったこ
とと、自分の英語力を向上させたかった
ことから短期海外研修派遣に応募しまし
た。５年生の春休みの10日間、UCLA（カ
リフォルニア大学ロサンゼルス校）に
行ってきて、歯科専門講義のほかにも歯
科医師としてのキャリアについて考える
講義などを受講しました。アメリカでは
健康への意識がとても高く、虫歯
や歯周病への予防や早期治療の大
切さを実感しました。今回の経験
を、外国人の患者さんとのコ
ミュニケーションや、歯科医
師としての社会課題解決に
生かしていきたいです。

保健医療学部 看護学科

BBS:Big Brothers and Sisters Movement

保健医療学部 看護学科

横山  未夢さん
み う


